










































































































































A 全国の人口は、奈良時代の初め頃で 400～500 万人、奈良時代末頃で 540～590 万人と推
定されています。地域ごとの分布はデータがないためわかりません。平城京の人口は諸説




































































A 平城遷都後、初めて記録に見える外国使節は、和銅 7 年（714）11 月から翌年の 3 月ま
で滞在した新羅使です。第一次大極殿の初見である和銅 8 年（715）の元日朝賀に参加した



































































































































































































の延べ床面積は、正殿と膳屋が 57.6 ㎡、臼屋が 14.4 ㎡、御厠が 7.2 ㎡、神服柏棚が 6.8 ㎡
で、悠紀院と主基院の両方に建てるので、合計した総延床面積は 287 ㎡になります（『儀





























































































A 当時の長さは、全て丈、尺、寸、分を単位として測られていました。1 丈＝10 尺、1 尺
＝10 寸、1 寸＝1 分という 10 進法で、1 尺は約 30 ㎝（時代により長さに伸び縮みがありま
す）ですので、建物の大きさを測る も身近な単位でした。そのため、発掘調査成果の説
明では、例えば建物の柱間（柱と柱の間の距離）をいう場合に「柱間 2.4m」ではなく、「柱
間 8 尺」と書くわけです。 
 しかし、「尺」はなかなか現代の生活の中ではイメージしにくい単位です。そこで、前






A 2019 年 10 月 1 日現在で、研究系の常勤職員が所長以下 62 名、アソシエイト・フェロ
ー（任期付き研究員）が 21 名となっています。女性の割合は研究系全体で約 3 割です。年

















































































て指定されている約 130 ヘクタールのうち、8 割以上が国有化されています。一方、北部
と東部には多くの民有地があり、多くの方が居住しておられます。また、平城宮跡西北部
の民有地には、特別史跡に指定されていない地域もあります。 
 一方、平城宮北方の松林苑推定地は、全て民有地であり、発掘調査は開発の事前調査と
して実施される場合がほとんどです。状況は平城京内と基本的に同じです。 
 
